
(1) 事業の進め方、村、JA、事業者の推進体制

』
醐
=
酪農家r:事業概要が上手く働 つていない、村・JAの推進体制の見直しが

r必要である。

(2) 事業計画、農家の経済負担体制

ドョ 1
酪農家力納得した当初の事業計画(農家の負担額)が変更され現状では

1事業計画が不明である。

(3) 事業実績、技術面の課題

1
①課題
『1
事業者は国内のバイオガス事業は未経験で、国内で稼働莫綾の無いプラン

ートの導入が不安要素であった。

②複数の中規模施設の計画的設置による発電熱利用 (コジェネレーション)事業の展開

全戸に対して実施したアンケート結果を基に大規模なガス化・発電施設を頓彼で設置ヲ・

るのではなく、村内に中規模施設を計画的に複数設置・展開する。家帯ふん尿を提供する

畜産農家の存在状況、原材料である家畜ふん尿の管理・発生の状況.にどを・踏ほえ、各プラ

ントの設L個を進め、安定的な原材料の受け入れ、ガス化、発賃、熱供給の実現を 1」指す、。
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③スケジュール

初 度は、発電能力 総okw 規模の :」ジ;こネレ・‐ション発電プラン 1・ {第 ↓ }」機 ) を村内

学雪裡原野r設置する 29年度に培 -.を開始しており、30年‐度の発電開始を目指す,

その後、筋 1考糖での成果や瀞歌、村内で発生する家畜ふん尿の量、質、寵生エリア等

を踏まえて、村内適地に1司様の中耕附1コジェネレーション池談 (第 1ぢ・被も含め計 :iか所)

の設置を進めていく
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送)プロジェクトによって得られる成果
第 1号嬢では、520k~yクラスの発鴇能ノ」を有するコジ; ネ レ‐‐ションを尊人 L、下記のよ

うな成果を得るこ′:を目指す。

ア バイオマス処理能力

第 1号機では、年間秘,705 トン桜霞のふん尿の受け入れを想定 1‐ている。これは継薩↑

約 1,800頭分のふん尿に担当する。鶴居F,で発4三すると見込まれるふん尿量の↓9.8% に1・目

、.1す る o

イ 発電量
コジェネシステムにより年間発電量は 3.70独Swh、うち約 2,96濡欄 Lを北海道電力に売議す

り。この罪当量は、鶴居村の電ノ」使用量 2.300Gwh(北海済霊力ヒアリング) の約 12.S%に

相当ナる“

ウ 発熱量
コジニ‐スシ.ステムで得に)れる柳の 50% の 2,538,52棚 頭 を発酵梢加湿など自家利用する。

また、本質バイオマスプラントで生産きれる熱は、公共施設への供給を計画 L′ている‘

工 消化液

バイオマス生産に上り、副違物 ,どし に ず

て得られる消化液は・受け人れた家畜 下種△一三
ふん尿とほぼ刑罰 5られる (年間 1 とら . 益 態 . で ,

甥・7051・ン」 誹増イヒ液の一部は原 -穆 ‐
・
唖 蓬』墓熱三割

料楢に再投入するが、残りの消化液を・

両液分離して得られる園休講畜舎の ご芯 孝
一
デ;-

軟料 :して、液体 液U巴として利用可

能である“固体部分は教科・としては女

柿できめ細かく、優良な救料となり、 写真 消化液の散布様子

畜産農家の敬利札の低減だっなが為 液肥は成分分析 L朴後、これを原則ふ/′尿提供農家

への還元を行い、従来の農地還元に変わる肥料として牧草地・耕作」也に散布する ととす

る その他、上述の高付方--価値農.姿物鱈生蕉にも供 可る。
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その結果、臭気の低減、分1斤に意-づいえ適切な施肥~、商品,としての汝肥利用の可能仕拡

大、丙生敷か1トの有効活用、施肥コストの削減、.島付加価値農産物販売と;、ったメリットが

編ま・れる

1トピック 消化液の特徴 1

家畜ふん尿などのバイオガスを原料として、発生したバイオ力スを取り出しだ蜜に残

る液体が消化液〔メタン発酵消化液)である。消化液は、有機肥料として利用され、バ

イオガスプラント導入地域の農作物生唾、家畜の健康状態、酪農経営などに好影響を与

える。消化液を利用している農場ではlha あたり 12‐8千円の化学肥料購入費削減効

果がある (平成28年度墓地土木研究所調査より)。
また、消化液はメタン発酵により悪臭が大幅に軽減されてし、ることから、末熱堆肥の

散布による悪臭問題対策としても大きな効果がある。

ー鰻的に、消化液が生産される際には以下のような変化がみられる。

・全体量および窒素、リン、カリウムなどの肥料成分の量はほとんど変化しない。

・メタン発酵により固形物、有機物、揮発性有機酸の数値が低下する

・窒素の約半分がアンモニア態窒素になるため、化学肥粗との代用が可能で、植物への
吸収力舎よい。

・有機酸が減少し、アンモニアが増加するだめ pH が上昇する。

・熱処理を行ってし、る消化液は、大腸菌群数や傷球菌等の病原.匠微生物は検出されない。
・雑草種子の死活化

・腐食物質の泡加による膨軟化と排水・匹の改善効果が期待できる。

◎事業の採算性
ブシントー建設費は約 9億 5000 万円、プラントの運営には年間約 7,000刀円を想定してい

る。本村の集中刊バイオガスプラントでは、原料の輸送、ふん尿の受け入れ、液肥の保管 ・

農地への散布、機器メンテナンスや発酵管理等といった管理面が重要になる

収人す,[、発電した豊力の充電 (固定価格費号飾り度利用な .ゲを想定) でィi:間 124,8{〕0-「‐刃程

度を見込んでいる“

事業採算性の向上や、安定化{,t継続的に取り組む必要のある重要な課霞である 齢に掲

げるような、きめ綱かたく事業運営により、リ.スクを回避するとともに、今後、投入材料の

工夫に上るバイ‐ガス孫醇の効率化、土産される熱の販売、液肥の販路開拓などにより収

人源の拡大、採算性‐の胸 たを隣っ、ている。

⑤プロジェクトの成功に向けての総合的な戦略

ア 家畜ふん尿受入れにあたってのきめ細かなコミュニケーション
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バイオガス発土効率を-{"↑させるためには、プラント}γ殺人-rる家畜ふん尿の質及び曇

り)管塩・確保が必須である そのためには、家畜ふん尿を提供する畜産農家の協力がと、て

も重要となり。◆また二、消化液ぴ)散布、肉生教科の使用ごついても農家ぼ)蟻力は不可欠であ

る :

木・プロジェクー、では、プラントを村内の農家かに)遠くない位置に分散して誰隠し、鶴居

村・JA く -ノろ丹一員・小婆の脇定に基づいて事業者が戦局利と JA の‐テボー・トを受けつつ、農

家との密接なコミュニケーシ塁ンを重視 1ノた避扇を行 う。

イ 分析‐管理体制の充実による安定的な運転の実現

原材料、であるふん尿の質帯剣や、バイオガス土違の状況管堺、被肥の,『.質管理のため、

ゴロ海道大テ大学院工掌る明究院や(‐蛇)釧路バイオガス研究所(仮称:設立予定)と赤勝 1一、検

査・分析体制を整備する これらの機関による精密な分析により、適切な原料収集

や液肥の施肥が可能 なり、農家との滴卿なコミュニケーションが可能となる。

こうした分析・管弾体制は、釧路地域の各市町村の活動・事業とも脇カレ、ご熱備を進

め、釧路ー也城におHる家畜ふん尿利疋の基鰍となる研究機悶としての役割を担うことも

期待 1ノている

また、2号機以降、発電施設を村内に複数展開する予定であるので、ごれも発電施設を

統括的に管理-rる運営体制を熱僻し、麦定的な運転、を目指す

ウ エコ・ツーリズム、環境教育の新たな拠点としての活用

本村戦、釧路湿原やタンチョウなど豊かな自然を活かした観光、牧場零を活かした農業

体験などコーゴ・ツーリズムの辰紫がある,今回の計画は、単なるバイオv ス施設を建設す

るのではなく、鶴居村のエゴ・ツーリズムだきうなる厚みを持たせる .ととなり、また、

観光施設的な要素を・持たせることにより、施設見学・視察を含めた観光入込客数・宿泊者

の増加が期枠でき、また臭気0)軟膏等により、さらなる観光州としての幅力アップドつな

がることが予想される。

さらに、人陽メ務電も加えた壕夷教育のメニューの一つとし-【活用し、村民のみなら-r

周辺市町村の件民の環」嫌保護意識の向上Fつなげていく,,
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1トピック バイオマスを活用した産材観光 ,環灘蛸 J

家畜ふん尿を原料にする未熟堆g巴の利用は、散布時に悪臭を放つことから、地域住民生活、
観光業に悪影響を及ぼす。家畜ふん尿を密謀状態で衛生処理を行うバイオガスプラントは、
熱や電気などのエネルギー供給だけでなく、臭気が軽減された衛生的な液肥を生産すること
ができる。
それにより、絶無濃境の臭気軽減やバイオガスフラント施設視憂により、多くの観光客や
視察琶を受けいれ、交流人□の増加が期待できる。また、地域の小・中学校での環境教育や
産業観光の-際として施設を活用することで農業酪農視察や生乳加工等を含めた地塚の資源
価値の情報発信ができる。

工 余剰熱の活用
コジェネレーションシステムからはれ1当量の熱を行ることができる。冷涼な気候の当」也

域では熱の確保武藤料‐代によるく」スト高の要因になるため、熱は貴重な資源である この

観点から、熱の有効利用も図る。

例えば、本科でぎ1画され‐〔いる木質バイオ‐マス事業における木材の乾燥、熱を和帯した

ハウスでの水耕栽培、トロビカノンフルーツの導人、水産品艦上養殖など「話付加価値び)農水

産品牛島や、試験農場での熱利用、混浴施設での利用などへの有効利用が考えられる 今

後、件民の意見、丈現可能性の検証などを通じ、具体化していく 定であろ-

1トピック 余剰熱細 っ短瀬 だな産業づくり 1

余剰熱の有効利用は、バイオガスフラント全体のエネルギー効率を可能な限り高めるため
に不可欠である。今まで利活用されてこなかった余剰澱の活用は、地域経済活性化、循環型
社会形成、地球温鍔化防止にも貢献する‐このことから、バイオガスプラントの稼動は家畜
ふん尿処理や売重を伴う事業主体やふん尿処理委託農家のみならず、バイオガスプラントの
利月に伴い影響を受ける地域住民も含めたエネルギー利用システムとしての展開が望まれ
　　　

発電する際に緋熟として発生する熱エネルギーを有効に使うシステムがコージェネレーシ
ョンと言われるシステムである。それ以外の熱エネルギーは未利用が多く、有効な活用が検
討されている,近年のエネルギーコストの高騰により、この熱エネルギーを施設園芸の冷撮
房として利月することが考えられている。
道内のバイオ刀スフラントで13、熱の一部は発酵糟の加温や輸送車師やコンテナの洗浄な
との施設に活用されほか、晦追町ではチョウザメの陸上養殖、サツマイモ、マンゴーや要用
植物のハウス栽培、土幌町ではフグの陸上蚕殖、新得町で13温泉宿泊施設への供給など、様々
な取り組みがなされている。

4.2.3 雪裡地区 (第 1号機 )

①集中型バイオガスプラントに参加検討している農家のふん尿量

雪裡地1八を甲心とした 10戸、経.牽牛換算頭数 1,800頬を対象と‐する集中型プラント,原

料,輸送距離法学均 4 km。
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②エネルギー生産量
上記のふん尿量から′ト.亀 ;見込まれるバイオガスは ↓ 80 棚が 「であり、このバイ

ガスから発謡 u崩さな電力は 3,7(}4,o6魚群・/年 である,コジ;‐オ発電機で発電した場合に得ら

キ16 発熱疑獄 5.077,057政 aし斗であり、この熱量の 50% ぬバイオガスプラン 1・施設で利用

されたと仮定するど、得られる余剰熱量に 2.533.528B1cal′年である‘

表 雪裡地区プラントのエネルギー生産量

エネルギー
1-.

・
ル ー 童他 生産毛

nドノ年 1,780,799バイオガス生産量

発電可能三

発熱量

余剰熱量

kwn・/年 , 3,704061

Mc 碑/年 5,077,057

Mcal,′年 2,588,528

@-充電収人

上記の発電量ゐ・らプラント-ぐ使用する電力量をだしザき、発稲量の約 8 割を赤竜量とし

た。rTT 制度で活用して、単価 42‐12 円ノkwh で販売した場合、売需収人は 124,812,{〕:顛 千

円が見込まれるヨ二言己の務電量をずべ、て進産地渦型′:Lて、単価 20H/klihで販売 Lた」場合、

売需収人 ;,t59,265丁門 く見込まれる。

表 雪裡地区プラントの売電収入

、

i

F1T臥 21 地軸;肖型ョ

2芋蔓瀞 2誓書呈さ1

項目 単位

売亀隼1面 19′kvyh

売電話 kWh/年

売電収入 干円!年

④.運雪収支

集山型バイオガスプラン 建設費を 950,000千円と算出した“

HI 制度を溝罰し差売電の湯合、収支は詞 ,459千円で々)り、地産地清輝.び)場合、32.662 丁

nである

各項目の説明をト記ir記載する“

a.収入

・ふん尿処理費

酵産す 1頼あたりぬか壌費妾 10,t)0「)円と仮定すると、ふん尿処蝉費の収人キ118.000

千円である。

・充電

充電収入は↓記に請殺した通り‐ぐあり、FTT制度を活用した場′合 12 812千円ノ年であ
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り、地 .墓地憎琴rでは 59,2郁 子円である。

・余剰熱販売

酪農家の・経農施設で利用する :し、余剰熱販売の収入;ませローある。

・消化液販売・散布代

酪農家へ濃化液を -;11.」/t、散布代を 510 九で販売 Lた場合、収人長 23,530千円で

あるっ

b.支出

・プラン !・建設費の償却費

建設残の償却期間は淑)年』し、Fn 制度を活用 Lた場合は農-1r漁村 6次産業化対策事

業のうら-ー也城バイ‐マス産業化併進事業 (地域バイズ‐マス産業化整備事業)(1鳶補助)

を利用し、5/6「-己負担する :考え、39,583千円と算出した

地産地梢型でぐよ、地域の特窄1:を活かしたエネルギ・・の旭岸」也糟特進事業費補助金 (分

散型コ:ネルギーシステム構築支援事業のうちエネルギーシステム構築事業、2焔補助)

を利用し ]ノ31.-己負担すると考え、15,833千円と算山した

・維持管理費

1司規様のプシントにおける維持管理費の実績から26.k…〕千円と算出した。

・ふん尿輸送費

酪農家の位置とプラント予定」地の即断から算出し、支出は 14.000丁円である。

・管理者の人件費

管理者 2名を…人 :も750-r 門ノ年で届扇す‐ると仮定し、支出は 7.500 千円である。

表 雲裡地区プラントの運営収支
T白目

・
′′"・口

　 　　　　　　　　= 1 ハV押八=-? 【収入 ふん隷処理賓

　　　

収支

フラント建設費の償却費

用地数得お

鍵寿管理き

ふん尿輸送費

壱は音の人件費

項目 〒 単位 F1T制度
1
地産地淵型

千円 18,000 18,α )0

千円 .124,812 59265

干円 0 0

干円 23,530 23,530

千円 166,342 , 100,795

千円 39,583 15833

干円 0 0

千円 2a 叙)0 26.8〔P

T 円 18,0〔刀 す8,000

干円 7,5(刀 7,敦 )0

千円 91,883 68,133

千円 74,459 32,6e52
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2)地産地消型

事業‘岬ヌ益性の判断東準となる↓RRは 7年 ]で 1.R%である,
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4‐2.4幌呂地区 (第 2号機)及び久著呂地区 (第 3号機)

①集中型バイオガスプラントに参加検討している農家のふん尿量

幌昌一也区及び久著目地豚‐を中心とした各 10戸、縦産十換算頭数 1,400頭を対象とする巣

」聖プラント, 原料輸送艦隊は平均 4 km, ・

③.エネルギー生産量

上記のふん尿量から生還が見込まれるバイオガス÷;],385,OG 節?/年であり、このバイオ

ガスから発電可能な電ノ疎ま2,880,936鰯蹄年‐ぐある。コジ、ェネ発電機で凝重しと場合に得ら

れる発熱量は 3,918,322凧 aV 年であり、この熱量の 50% がバ イオガスプラン }・施設で利用

されたと仮定すると、得られる余剰熱量さま 1,974,411Mcb1 年で稔これ

表 幌呂地区及び久著呂地区プラントのエネルギー生産量

1 ェ製ギー 」
て d

学位 生産三

ma/ 年 - 1,385, α 56

kVM・/年 2,880936

Mc 司,′年 3.948.822

Mca輝 1.9744ー 」

バイオガス生産霊

尭電可能登

発熱量

　　　　

③充電収入
上記リ)発電量から、プラン 1・で使用する電力量を斧 L引き、発電量の約 8 割令売煮量とし

た F1r 制度で活用 して、単価◆2.12 勺′kwt で販売 しか場合、売電収入は.97.076 千円か兄

臥豪れる。上記の発電量をナベて一也i肇地泊埠′として、単価 20円/kwhで販宛 Lた場合、充電

収入は 46,触る千円が見込 .ミれる

表 幌呂地区及び久巻呂地区プラントの売電収入

地産地湾型項目 車軸 Fn「制度

42,12

2,304749

97,076

充電単価 円/kwh

売電選 kWh/坪

売電収人 千円/年

2≠304 49

4 6,能 5

④運営収支
集中型パイガガスブラント建設費を 950,00OT‐円と罫出した ,

FIT制度を怪用した売需の場合、収支積 41,494-r 円であり、地産地沿型の場合、↓4,263-F

円で あ̂る“

各項承り説印1を下記に記載する,
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"‐収入

・ふん尿処理祷

紙達牛 ↓頭あたりの処理費を 10,000円と仮定すると、ふん尿処虐書の収人はー1000

千円である。

・力電

州電収入は 1;記に記載 Lた ぬりであり、FIT制度を活而した場合 97,076丁円/年でのり、

一色産地梢型で÷,t16,095千円である

・余剰熱販売

酪農家の営農施設で利用するとし、余剰熱販売の収入嬢ゼーrぐある,,

・消化液販売・散布代

酪農家へ消化液を 51円/.、散布代を 510円/tで販売した湯′合、ー反入は」8,301干円で

ある,

h‐支出

・プラン f・建設費の償却費

建読書の償却期間稜 20 :とし、nr 制度を活用しか場合は農山漁村 6次産業化対策事

業のうち」也域,バイオマス産業化推進事業 (ーせ城バイオマス産業行く整備事業){1/6 補助)

を利用し、5尾 白山賃サ1すると考え、39.383丁円と鼻出した。

地礎一也滴型では、地域の特・性を湧かしたユネルキーの地産鋼糟推進事業費補助金 (分

散型±ネルギーシステム構築支援事業のうらエネルギ・‐ンステム構築事業、2ノ3補助)

を利用 L 1/3ドー旦負針ぐずると考え、15,833千円と算出した

◆維持管理費

1司規模のブシ/1・における維持管環愛の欠陥から26,qm 千川と算出した

・ふん尿輸送費

酪農寂び}位置とプラント予定地の獅耕から鼻′1~し、.支脚 114,UOO-「円である。

・管理者の人件費

管理者 2名を一人 3,γ5〔)千円/年で雇用すると仮定し、支出塩 7,500 丁円である。
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表 幌呂地区及び久箸呂地区フラントの這営収支

項目 単位 F1T制度

千円 「4,000

千円 97,076

四

円

円

四

円

千
‐
干

す

干

干

干円

千円

干円

O

18,301

129877

39る83

O

26,800

14,000

7,500

87,883

41,494

地産地清型

14,000

46,095

O

18,301

/8、396

15,833

O

26,BOO

「4000

7,500

64133

14,263

ふん尿処-理奨

充電

余剰祭鮫売

消化液販売・教布代

フラント建設費の庭に費

用地取得費

維持管理資

ふん尿輸送費

管厘者の人件費

-
- 〇

区支
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c.事業収支計1蝦表とTRR

I)ドば制度

事業の収益性の判断東維 :なるIRRは 11年 ]で乙弱るである
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2)地産地消型
事業の収益性の判 1新基準と・なる 1眼 iilz 平日で 2‐1%、さある。
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表 家畜ふん尿有効利用プロジェクト

ブ□ジェクト祇豊

・乳牛ふん尿を適切に処逗するバイオガスプラント事業である.

・食脅魔奏功も原料の対象とする。

・バイオガスプラントは乳‘fふん尿処弾施設、バイオガス生産施設とする,生産したバイオガスは隣

′麦するバイオガス発電公社へ版売する,

事業土体 企業、銭越村出資の合同会社

計画医澱 幌呂地区、雲樽鯛区、久誓呂地区

村内の酪農家全戸を対象としたアンケート調査を実施し、バイオガスプラント事業に参加を希望する
農家、処理変量を把握した。

刊内農家 30 戸から、乳′↑排せつ湖 109,135t/年を調達する

原料調達
計画

塾象頭数(蕨)
排せつ物三
tノ

1,800 ー蚊

42、705

1,400 頭

33,215 33,215

幌軍 久署呂 合計

30 戸

4,6()○頭

log,135

施設整備
計画

L‐

・村内3瑚!顛にバイオガスプラントを整備する。

・全地域ともに、複数の優容から原料を収集する集中型プラントとする.

・第 1号機の雪神地厭は既にバイオガスプラントが露誰1}であるため、早期の選債を目指す

住所 北・海道阿寒郡脂唇地学雪狸 550 番の 1

ント処眉三塁とエネルギー8

109,135

455Q931

1班 4411 1,9744ーー16,48治め

-

51



【電力〕
生姦しだバイオガスによる発電李業を突節する,電気の販売欣利用については、閏定価も買収制度

製品・エネ

ルギ ーヌg

用計画

(F1T)、地戦内歪力供給の 2ハターンを検討してし、る。

・ト1Tを活用して、北海道電互に売重する 売電三はプラントで使用する電力三を差し引いたもの

こするY

・農家、公共施設、JA 施設など」也鳳肉への電力供給を行う。

発重8と売目収入見込み
地区名

白「「事業 (干円)

地団内供給 (干円)
(20円ノkm′h)

59,265

97,0マ6 318964

46,095 46,095 151,455

【熱く発電余桑熱)】
バイオガスフラント隣接地にハウス温墓を建設して熱供給を行う
バイオガス発電時に発生する余

る.ハウス農業については、パイ

[メタン発酵汽化液】
消化液 109.135L ノヰは、バ・

る ^

する余剰熱につし、ては、プラント同国にお1づる農業ハウスでの利用を試み

バイオガス事業の決定後に詳細を挨試する、

(イオガスフラント参加辰家の農忽に有機肥料として獲元 (販売)す

畜産バイオガスプラント事業費は950 百万円、合計 2850 目万円とする.

平威 28 年選 :麦海設計

平成29 年度 :施設建設者手
平成 30 年度 :施さ彬完成、遮諒開始、電力、余乗熱、消化液の利用、販売、再生款料の利用
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